
 

 

 

 

日 程：2024 年〔令和 6 年〕2 月 24 日 

コース：ワイングラスベイ駐車場 ↦ エイモス山 ↦ ワイングラスベイ駐車場 

 

 

ロスの一軒家に泊まり、天気予報も晴れの予報。 

土曜日で駐車場が混むことを予想して 7 時 30 分ロスを出発、エイモス山の駐車場まで一般道の制限

速度 100 キロの道を飛ばして 1 時間 30 分で到着。 

予想通り多くの観光客で賑わっており、大多数の人はワイングラスベイ展望台（Wineglass Bay 

Lookout）へ向かっており、極一部の登山者がエイモス山（Mount Amos）を目指していた。 

我々は、登山口からルートを間違え一つ下のハイキングルートを行ってしまい、15 分歩いて誤りに気

が付いて引返し、約 30 分ロスしてしまった。 

登山口には標識があり、その標識を見落としていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オーストラリア タスマニア 
フレチル国立公園 エイモス山 山行報告書 № １３ 

登山口から誤って別のルートに行ってしまい、戻る途中前方のエイモス山 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コールズ湾（Coles Bay）とミュアズビーチ（Muirs Beach）を望む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登山口から横引き後、途中から岩陵の登りとなる。 

岩陵の登りで振り返ると、眼下にコールズ湾の真っ青な海とミュアズビーチが望め素晴らしい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右の岩峰がエイモス山 頂上 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここを登ったら 
山頂は、目の前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エイモス山 頂上に到着 



 

 

 

 

 

 

山頂からのワイングラスベイは、白い海岸線に真っ青な海が相まってさらに素晴らしい眺望を見ること

ができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エイモス山 山頂 
〔454ｍ〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワイングラスベイ 
（Wineglass Bay） 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワイングラスベイ〔望遠〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロミス湾（Promise Bay）〔望遠〕 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山頂から下山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花崗岩でフリークッションが良く効き、快適に素晴らしい景色の海岸線を眺めながらの下山である。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

掲示物より（我々が登ったコース    ） 

 

気候も良く風もなく、素晴らしい晴天で、しばらく山頂でゆっくりして下山するのが惜しくなる感じ

で、まだゆっくりしておきたい気分であった。 

登り 1 時間 30 分、下り 1 時間 10 分の工程で、好天に恵まれ想像以上に素晴らしい眺望を満喫するこ

とが出来た。 

北九州山岳同好会「嵐」 
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